




＜連結決算概要＞

売上収益
2兆747億円（前年⽐ ▲5,437億円、▲20.8％の減収）

営業利益
▲696億円（前年⽐ ▲ 2,036 億円）

当期利益
▲711億円（前年⽐ ▲ 1,753 億円）



<第1四半期>
売上収益は、コロナ影響による⾞両販売の⼤幅減少で、約4割減、
営業利益は、操業度差損の影響が⼤きく、▲1,066億円

<第2四半期>
売上収益は、前年を超える⽔準まで回復
営業利益は、品質費⽤の発⽣があったものの、
販売の回復、⽌⾎・体質変⾰の成果で370億円の⿊字
品質費⽤を除くと、昨年を超える営業利益となり収益⼒が強化

※下期の3ヶ⽉ごとの数字は参考値



＜得意先別売上（現地通貨ベース）＞

全ての得意先向けで減収であるものの
第1四半期に⽐べて減少幅が縮⼩

１）トヨタ⾃動⾞向け・・広瀬製作所の開所による売上の増加や
中国向けが好調

２）ホンダ・・中国向けが好調
３）フォード、SUBARU・・北⽶向けが好調

などにより減少が⼩幅に



＜製品別売上（現地通貨ベース）＞

上期全体では、コロナの影響により全ての事業で減収となったものの、
第2四半期の3ヶ⽉ではパワトレインシステムを除くすべての事業で
前年超え

エレクトリフィケーションシステムでは
広瀬製作所の開所の他、
中国でのEPSや北⽶でのインバータ販売増加が寄与



＜営業利益の増減要因＞

マイナス要因
・固定費投⼊増加 ▲100億円
・品質費⽤ ▲460億円
・コロナ影響による操業度差損 ▲2,390

プラス要因
・合理化 250億円
・⽌⾎・体質改⾰ 735億円

上期における営業利益は、▲696億円ではあるものの、
第2四半期の3ヵ⽉では370億円の⿊字を確保



＜地域別売上・営業利益（現地通貨ベース）＞

⽇本・北⽶・欧州
⾞両販売の減少により営業利益がマイナス

アジア
中国が上期を通じて売上が
前年⽐1割強の増加と好調だったため、
営業利益がプラス

全体で販売の回復が徐々に進んでいること、
⽌⾎・体質変⾰の施策が効果を上げていることから
第2四半期の3ヵ⽉では
品質費⽤の発⽣した⽇本を除き、各地域で⿊字



＜次年度予想＞
・売上収益 4兆5,400億円（公表据え置き）
・営業利益 1,000億円（公表据え置き）
・前提レートは、ドル106円、ユーロ120円



＜通期営業利益増減要因予想＞

マイナス要因
・為替差異 ▲310億円
・固定費投⼊増加 ▲500億円
・当年品質費⽤ ▲460億円

プラス要因
・前年度品質費⽤ 2,220億円
・前年度コロナ影響 430憶円
・販売・⽣産性向上努⼒ 970億円
・⽌⾎、体質変⾰ 1,460億円

前年⽐増となった労務費・償却費は、合理化効果でカバーし、
拡販による操業度を利益の増加に貢献

第2四半期の品質費⽤は、⽌⾎や体質変⾰の加速により挽回し、
年間では1,000億の⿊字を確保



<設備投資>
実績 2,006億円
年間 3,800億円（公表より▲150億円）
内容を精査し、規律をもった投資を実⾏していく

<研究開発費>
実績 2,438億円
年間 4,900億円（公表より▲100億円）
案件を減らさず効率化を⼀層進める



＜株主還元＞
・期末配当予想140円
このような環境下ではあるものの、⻑期安定的な配当⽅針を堅持
















